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日南田静真研究

冨　岡　庄　一・秋　葉　節　夫

日南田静真名誉教授は,略歴に示したよう

に1977 (昭和52)年4月に,北海道大学経済

学部から広島大学総合科学部に赴任され, 1992

(平成4)年3月停年退職されるまで, 15年間

本学部のために奉職された。在職中は,社会経

済史を担当され,多くの学生・院生を指導され

た。また,多くの役職も経験され,本学部のた

めに多大の貢献をされた1992 (平成4)年4

月以降は,広島大学名誉教授として本学部の発

展に協力されたO　日南田静真名誉教授の研究分

野は,ロシア経済史であるが,名誉教授以降も,

この分野で斯学の発展に貢献された。しかし,

2006 (平成18)年3月2日,癌のため逝去され

たO　享年77歳であったO本稿では,日南田静真

名誉教授の遺徳を偲ぶとともに,これまでその

発展に貢献されてきたロシア経済史の業績を僻

轍し,あわせてそのすぐれた点をあらためて指

摘することとしたO　日南田静異研究と冠した理

由はここにある。

日南田静鼻名誉教授といえば,なんと言って

も, 『ロシア農政史研究一雇役制的農業構造の論

理と実証-』 (お茶の水書房, 1966年) (以下,

『ロシア農政史研究』と表記する)に集約され

る諸研究が挙げられよう。それら諸研究につい

ては,ソ連(当時)科学アカデミーのA.M.ア

ンフイモフ氏がソ連(当時)の学術誌に紹介し

た論文がある(A.M. AhcjhMOB. ArpapHan hctopp現

nope(J)opMeHHOH Pocci川b paSoTax nnoHCKoro

yneHoro C. XHHaAa. Hctophh CCCP, 1965,

No.4)t　日本人の研究者で,その研究が,ソ連

(当時)で,このように包括的に紹介された例

は,それまでなかったと思われる。アンフイモ

フ氏の論文に依拠しつつ,日南田名誉教授の業

績を振り返りたい。

アンフイモフ氏は,革命前ロシアの地主経

済,穀物生産,土地の貸借,土地所有等々,農

業制度全般について研究され,更に農民運動,

ストルイピン,ニコライ2世の研究にまで及ん

だ,優れた研究者であった。アンフイモフ氏は,

上記論文の中で,以下のように,日南田名誉教

授の業績を論じている。

日南田氏(以下,このように表記する)は,

ロシア史の研究を,アンナ・ロチェスター『農

民問題入門:レーニンはどう教えたか』 (理論

社, 1956年)の翻訳(井上晴丸・南田健〔日南

田静異〕訳)から始めたO　ロシア農業史に関す

る最初の論文は"AStudyontheAgrarian

Problems after the Stolypm Reform: With a

Comment on Lenin's Theory of Agrarian

Evolution from Feudalism to Capitalism

(『茨城大学農学部学術報告』第5号, 1957年)

で,以後,立て続けに興味深い論文を発表した。

具体的には, 「ストルイピン改革後農民問題の一

考察:とくにロシア中央農業地帯における」(『土

地制度史学』第1巻第1号, 1958年), 「旧ロシ

ア農民分解の論理」 (全国農業会議所『農民各層

の経済構造についての調査研究』 〔調査研究資料

第33号〕, 1960年), 「『発達』農民層分解論の理

解によせて」 (『歴史学研究』第277号, 1963年)

である。日南田氏は,これらの論文で,レーニ

ンの『ロシアにおける資本主義の発達』をはじ

めとする諸論考に広範に言及し, 「H.H.スク

ヴオルツオフーステパーノフ宛の手紙」におけ
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るレーニンのロシア農業制度論について考察し

ている。更に,ソ連(当時)であまり注目され

ていなかったゼムストヴオ統計に特に関心を示

している。又,革命前の研究者達B.E.ポスト

ニコフ, H.O.アンネンスキー, A.H.エンゲ

リガルト, C.A.コロレンコ等々の研究を引用

し,ソ連の研究者達H.M.ドウルジーニン　n.

I4.リヤシチェンコ　c.r.ストゥルーミリン,

B.C.ネムチ-ノフ, n.a.ザイオンチコフス

キー, B.K.ヤツンスキー, CM.ドゥプロフ

スキーそしてA.刺.アンフイモフを,慎重に又

は批判的に検討している。

次いで,日南田氏は,ソ連(当時)で正面か

ら取り上げられていなかった雇役制(オトラボ

トカ制)に特別の関心を向け,ロシアの資本主

義的再生産システムにおけるその意義を考察し

た。 「ロシア農業における雇役制度の成立と展

開」 (『歴史学研究』別冊特集「世界史と近代日

本」, 1961年10月), 「旧露資本主義と農業におけ

る雇役制度」 (『茨城大学農学部学術報告』第9

早, 1961年)の諸論文である。ソ連(当時)で

は,雇役制は,農奴制の単なる遣制で,資本主

義の発達によって19世紀末に衰退したと考えら

れていた。雇役制が, 19世紀未に,衰退したの

か又は発展(展開)したのかを,直接示す資料

はない。しかし,日南田氏は,雇役制の主たる

担い手と思われる役馬1頭持ち農民及び役馬2

頭持ち農民の数が相対的・絶対的に増加したこ

とを指摘した。そして,中央部ロシアで,雇役

労働報酬と日雇報酬とが同水準にあり,低報酬

水準が高借地料水準と見合っていたことを指摘

した。雇役制は,ロシアの資本制下の低労賃を

規定した。このような形で,雇役制は,ロシア

資本主義の再生産を保証していた。つまり,日

南田氏は,ロシア資本主義の再生産における雇

役制の位置付けを明らかにし,雇役制がロシア

資本主義の再生産構造に組み込まれていたこと

を主張した。雇役制は,封建制から資本主義-

の単なる移行形態ではなかった。

以上,アンフイモフ氏の「日南田静哀研究」
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を簡単に紹介した。日南田名誉教授のこれら諸

研究は, 『ロシア農政史研究』に集約された。ア

ンフイモフ氏の指摘に関連する箇所を-カ所だ

け引用しておこう。「雇役労働諸報酬をえても日

雇報酬をえても年雇・季節雇報酬をえても,ま

た借地して借地料を払うばあいでも, -いずれ

にせよ地主取分2対農民取分1というあり方が

強く貫いている。私は, -中央部ロシアに支配

的なこのような(農民の)労働報酬の体系を,

雇役制的労働報酬体系とよび,これが雇役制度

を媒介しているものと考える。この体系が存在

するかぎり,中央部ロシアでは地主と雇役農と

の間の雇役制的関係はたえず再生産され,資本

制的関係に向かいうる純農業労働者層の発生・

増大などの新条件はたえずたち切られる。しか

もなお,この体系の存在によってこそ,南部辺

境や工業中心地における農業および工業-の低

賃金『出稼ぎ』労働者の流出は保障され,その

地の資本制的関係再生産の一端が直接に保障さ

れる-。」 (『ロシア農政史研究』, 252頁)

日南田名誉教授は, 「雇役」という訳語につい

て次のよう考察しておられる。オトラボト

カ(oTpa6oTKa)を「雇役」と訳すのは「レー

ニンの関連著作の本邦初訳以来の慣行となって

いるが,これはまったくまずい訳語のように思

われる。 ・=私としてはむしろ『債務弁済労働』

が語義的にも内容的にもベターだと思うが,慣

れた日本語でもないので,一応旧慣に従ってお

く」 (『ロシア農政史研究』, 62-63頁)とO　後

に,日南田名誉教授は,雇役制の代わりに, 「オ

トラボトカ制」という表現も使っておられる。

日南田名誉教授は,著作目録に示されるよう

に, 『ロシア農政史研究』出版以後も,ロシア史

の研究を広範に展開されている。更に, I.

ウオーラーステイン(日南田静異監訳) 『資本主

義世界経済Ⅱ,階級・エスニシティの不平等,

国際政治』 (名古屋大学出版会, 1987年)を翻訳

することによって,日本の学界にも幅広い影響

を与えたウオーラーステインの世界システム論

を理解する上で大きく貢献しておられる。
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故日南田静直名誉教授略歴

1929年2月1日　広島県に生まれる

1945年3月

1945年4月

1951年3月

1953年3月

広島高等師範学校附属中学卒

莱

海軍兵学校入校(第77期,工

305分隊)

東京大学農学部農業経済学科

卒業

東京大学大学院農学部農業経

済学科満期退学

1953年3月

1964年10月

1970年10月

1977年4月

1992年4月

1992年4月
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茨城大学助手農学部

茨城大学助教授農学部

北海道大学教授経済学部

広島大学教授総合科学部

(1992年3月停年退職)

広島大学名誉教授

吉備国際大学社会学部教授

(2004年3月退職)

2006年3月2日　広島市にて逝去

故日南田静直名誉教授著作目録

(近藤康男・日南田静真・志村賢男編) 『内水面

漁業協同組合の性格:長野県下四漁業協同組合

の調査』,水産研究会, 1951年。

(近藤康男・日南田静鼻) 『内水面漁業の類型:

全国漁業会調査によるドット・マップ』,水産研

究会, 1951年。

(近藤康男・日南田静真) 『内水面漁業の類型:

アンケート調査による分析』,水産研究会, 1952

年。

(近藤康男・日南田静其) 『農山村の半封建的権

力機構と漁業協同組合:岐阜県洲原村及仝石津

村実態調査報告』,水産研究会, 1953年。

「『輪中』の村の地主制:岐阜県海津郡石津村」,

-近藤康男編著『むらの構造:農山漁村の階

層分析』,東京大学出版会, 1955年。

〔翻訳〕アンナ・ロチェスター(井上晴丸・南

田健〔日南田静真〕訳) 『農民問題入門:レーニ

ンはどう教えたか』,理論社, 1956年。

"A Study on the Agrarian Problems after

the Stolypm Reform: With a Comment on

Lenin's Theory of Agrarian Evolution from

Feudalism to Capitalism ,　『茨城大学農

学部学術報告』第5号, 1957年。

*単著はすべて著者名を省略

「ストルイピン改革後農民問題の一考察:とく

にロシア中央農業地帯における」, -『土地制

度史学』第1巻第1号, 1958年。

「レーニンの雇役制度論」 , -近藤康男博士還

暦記念出版会編『日本農業の地代論的研究』,義

賢堂, 1959年。

「東ヨーロッパの農地改革に関する研究(1)」,i

一『茨城大学農学部学術報告』第7号, 1959年。

「旧ロシア農民分解の論理」,-全国農業会議

所『農民各層の経済構造についての調査研究』

(調査研究資料第33号) , 1960年。

「近代ロシア農業史研究の『新しい波』 :A.M.

アンフイモフ氏らの近業によせて」, -『ロシ

ア史研究』第2巻第2号, 1961年。

「ロシア農業における雇役制度の成立と展開」

- 『歴史学研究』別冊特集「世界史と近代日

本」, 1961年10月。

「旧露資本主義と農業における雇役制度」 -

『茨城大学農学部学術報告』第9号, 1961年。

「大学管理制度改悪とロシア史研究者」, -

『ロシア史研究』第6号, 1962年。

「『発達』農民層分解論の理解によせて」, -

『歴史学研究』第277号, 1963年。
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「旧露農業構造研究における1課題:アンフイモ

フ新著の紹介を通じて」, - 『土地制度史学』

第20号, 1963年。

「19世紀末旧露地主農業経営の分析」,- 『茨

城大学農学部学術報告』第11号, 1963年。

"OCHOBHO員　xapaKTep arpapHo員　CTpyKTVpbl

B POCCHH B KOHlie XIX BeKa ,　『茨城大

学農学部学術報告』第12号, 1964年。

『ロシア農政史研究:雇役制的農業構造の論理

と実証』,御茶の水書房, 1966年。

〔翻訳〕レーニン『貧農に訴える』, -江口朴

郎責任編集『レーニン』 (世界の名著第52巻),

中央公論社, 1966年。

「チヤヤノフ小農経営理論の一考察:ロシア農

業史研究者の視角から」, -農業経済学会1967

年度大会個別報告(於日本大学獣医学部, 1967

年4月9日)0

「ストルイピン農業改革」, -江口朴郎編『ロ

シア革命の研究』,中央公論社, 1968年。

「ロシアの1905年革命」, -岩波講座『世界歴

史』第23巻,岩波書店, 1969年。

「1905年初冬1): 『ロシア革命の農民問題』考」,

- 『初原』創刊号, 1970年。

「父の遺志を継ぐもの」, - 『楽天:石井正の

思い出』, 1970年。

「ロシア資本主義とミール共同体:林氏の新著

によせて」, -『社会科学の方法』第5巻第5

早, 1972年。

「1905年ロシア農民運動史の1事例」 (第1次ロ

シア革命: 1971年度〔ロシア史研究会〕大会特

集), - 『ロシア史研究』第18号, 1972年。

"The Russian Peasant Movement in the

Era of Imperialism: A Socio-Economic

Sketch ,　Hokudai Economic Papers, Vol.3,

1972-1973.

「スチェパーノフ『帝国主義論』について」, -

一北海道大学『経済学研究』第23巻第1号,

1973年。

"PVCCKHH KanHTaJEBM H OTpa60TOHHaH CHCTeMa

B CeJIbCKOM X03H員CTBe POCCHH , - 『スラ

菓　　節　　夫

ブ研究』第18号, 1973年。

「帝国主義論と『2つの道』論:スクヴオル

ツオーフ・スチェパーノフの場合」, - 『立命

館経済学』第22巻第5 ・ 6号, 1974年。

「マルクスの『農耕共同体』論: 1つのテクス

ト・クリティーク」, -北海道大学『経済学研

究』第24巻第1号, 1974年。

〔書評〕有馬達郎『ロシア工業史研究:農奴解

放の歴史的前提の解明』 (東京大学出版会, 1973

午), - 『歴史学研究』第407号, 1974年。

〔翻訳〕 A.ヴァリツキ(日南田静蕪・松井憲

明・高橋馨・冨岡庄一訳) 『ロシア資本主義論

争:ナロードニキ社会思想史研究』,ミネルヴァ

書房, 1975年。

On the Meaning in Our Time of the Drafts

of Marx's Letter to Vera Zasulich (1881)

With Textual Criticism,　『スラブ研究』第

20号, 1975年。

(江口,野原,野沢,日南田〔静養〕,今井,池

庄司,キム,和田) 「討論」 (第Ⅲ部「革命的ナ

ロードニキ主義史の諸問題」), - 『革命ロシ

アと日本:第1回日ソ歴史学シンポジウム記

録』,弘文堂, 1975年。

「1881年問題:和田春樹氏およびヴァリツキ氏

の両新著によせて」, -経済史研究会報告(於

北海道大学, 1975年8月6日)0

"Russian Capitalism and Its Agrarian

Structure ("Otrabotki System) , Part 1.

Basic Courses of Development of Russian

Capitalism,　Hokudai Economic Papers, Vol. 5,

1975-1976.

「ソヴェトにおける革命前ロシア社会経済史学

界の状況について」, -経済史研究会報告(於

札幌市定山渓, 1976年3月14日)0

〔書評〕和田春樹『マルクス・エンゲルスと革

命ロシア』 (勤草書房, 1975年), - 『史学雑

誌』第85編第11号, 1976年。

「S.パールマンのロシア革命・農民運動論」,

-北海道大学『経済学研究』 (鎌田正三教授退

官記念号)第27巻第1号, 1977年。
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「コメント」(ロシアの農民共同体について:(特

桒)共同体の歴史的意義), - 『史潮』第2号,

1977年。

「ロシアの『農民の指令』について」, -椎名

重明編著『土地公有の史的研究』,御茶の水書

戻, 1978年。

(倉持俊一・高田和夫・鈴木健夫・荒田洋・下

斗米伸夫・奥田央・肥前栄一・今井義夫・松原

広志・庄野新・日南田静真) 「1977年度総会での

討論: (特集)ロシア・ソビエト史における共同

体」, - 『ロシア史研究』第27号, 1978年O

「20世紀初頭におけるロシアの農業-農民問

題:その構造的特質と変革-の展望」, -土地

制度史学会編『資本と土地所有』,農林統計協

会, 1979年。

「革命前ロシア社会の構造的把握について」,-

- 『ロシア史研究』第30号, 1979年。
ミ-ノレ

「農民における平和的秩序の希求: 20世紀初頭

ロシアの場合」,-広島大学総合科学部紀要Ⅱ

『社会文化研究』第7巻, 1981年。

「ロシア農民共同体と社会変動: 『比較社会体制

論』のために」, -広島大学総合科学部紀要Ⅱ

『社会文化研究』第8巻, 1983年。

「ゲフチェルとアンフイモフ」,-スラブ研究

センター研究報告会副報告(於北海道大学,

1983年1月29日)0

「第1次ロシア革命期農民運動の特質」,-社

会経済史学会第54回大会個別報告(於北海道大

学, 1985年9月29日)0

〔書評〕ペ・ア・ザイオンチコ-フスキー(増
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